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国内のキュウリに感染する9種ウイルスを判別可能なマルチプレック
ス RT-PCR法

◯Shuhei Adachi-Fukunaga1, Tomitaka Yasuhiro1 (1. NARO)
 
国内のキュウリでは、アザミウマ類やコナジラミ類、アブラムシ類による被害に加え、これらが媒介する8種の植
物ウイルスによって被害が深刻化する。ウイルス種によって媒介昆虫は異なることから、病徴の見られたキュウ
リのウイルス種を特定することで、適切な病害虫管理が可能となる。本研究では、土壌伝染性の1種を加えた9種
（ウリ類退緑黄化ウイルス、ビートシュードイエロースウイルス、スイカ灰白色斑紋ウイルス、メロン黄化えそ
ウイルス、キュウリモザイクウイルス、スイカモザイクウイルス、ズッキーニ黄斑モザイクウイルス、パパイア
輪点ウイルス、キュウリ緑斑モザイクウイルス）を特異的に検出可能なマルチプレックス RT-PCR法を開発し
た。本手法では、 RT-PCR条件を最適化するため、アニーリング温度とプライマーの混合比、 PCRサイクル数を
検討した。その結果、全ての対象ウイルスについて、マルチプレックス RT-PCRにより想定されるサイズの増幅産
物が得られた。続いて、九州で採集したキュウリ葉を対象として、ウイルスの感染を本手法で確認したとこ
ろ、3種のウイルスの単独感染または混合感染が認められた。以上から、開発したマルチプレックス RT-PCR法
は、国内のキュウリで問題となるウイルスの診断に利用可能であると考えられた。


